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　ハワイのオアフ島のワイキキからアラモア
ナを抜けて、飛行場に向かう途中にサンド
アイランドという倉庫街がある。そこはあま
り観光客がくる場所ではないが、奥には
1957年にオープンしたラ・マリアナス・セ
ーリング・クラブという昔ながらのティキ・
バーがある。ここはティキがいたるところに
デザインされたバーで、店のインテリアはま
るでハリウッドがポリネシアのロケに用意し
たようなつくりだ（鎌倉の七里ケ浜にある
珊瑚礁も、そんなティキ・バーのテイスト
だ）。ラタンのいすに座ってドリンクを頼む
と、プラスチックのティキ模様のタンブラー
に入ってきて、もちろん鮮やかな傘が刺さっ
ている。昔はこんなスタイルのティキ・バー
がハワイにはたくさんあったけど、みんなフ
ァストフードのレストランのおかげで閉店し
てしまった。ラ・マリアナス・セーリング・
クラブはそんな店からさまざまな物を集めて
きている。シェラトンのコンティキルームから
は大きなティキ、ドン・ザ・ビーチコーマーか
らはコナウッドの大きいテーブルを持ってき
て、インテリアはさらにスケールアップした。
　最近の話だが、この店で話題になった不
思議なバンドがいる。それはティキ・タブー。

毎年夏になると、暑さと日本でも一緒にハ
ワイの音楽がラジオやテレビに流れてくるよ
ね。そのハワイの音楽というと、フラ系の
トラディショナル音楽、またはジェイク・シ
マブクロが代表するウクレレ音楽、あるい
は70年代のカラパナ風ロック。最近ではこ
の10年はやっている、ジャック・ジョンソン
の音楽が思い浮かぶだろう。しかしハワイ
にはそれほど知られていないが、いくつかの
違う音楽もある。もちろん若者のロックも
あるし、パニオロというハワイアンカントリ
ーもある。なかでも忘れてはいけないのが、
マーティン・デニーのエクゾティカラウンジ・
ミュージックという音楽だ。昔はこのラ・マ
リアナス・セーリング・クラブのようなティキ・
バーではよくかかっていた。しかし最近ハワ
イで話題になっているのは、この店によくラ
イブをするバンド、ティキ・タブーのインス
ト・サーフ・ギターサウンズだ。
　ティキ・タブーの音楽は、60年代に流行
っていたサーフ・ギターのベンチャーズやデ
ュアン・エディの影響を受け、今風のテイ
ストにしたものだ。ティキ・タブーの音楽は
シンプルでクリーンだ。僕といえば、ティキ・
バーが流行っていた時代にトリップしてクラ

クラしてしまう。聴いたことがなくても、懐
かしくなってしまうような音楽だ。メンバー
は非常に柄が悪いジャケットを着ている男
3人と、非常にきれいな女性が一人。彼達
はハワイのさまざまなバンドのバックをやっ
てきたベテランメンバー達だ。彼らのデビュ
ーアルバムはテケテケギターのクラシックソ
ングだらけ。ワイプアウト、テキーラ、キャ
ラバン、スキヤキ（上を向いて歩こう）もカ
バーしている。ジャケットに曲のクレジット
が書かれていないので定かではないが、オ
リジナル曲も数曲入っている。今年の夏は
このバンドのCDをプレイヤーに入れて海に
出かけ、傘が刺さったマイタイかピニャコラ
ーダを飲むのはどうだろう。きっとラ・マリ
アナス・セーリング・クラブに行ったような
気分でくつろげるに違いない。ハワイに行く
予定があるなら、もちろんこのバンドのライ
ブに行くのをすすめるよ。いにしえのハワイ
にどっぷり浸れるはずだ。

いにしえのハワイを感じさせるインスト、
『ティキ・タブー』のサーフギター・サウンズ
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